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ギンリョウソウ(2007.5.24)
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科学大好きな子どもたちの育成を

�
 

石川県科学教育振興会事務局長

石川県教育センター所長

加 茂 達 子

4月に石川県教育センタ ー に苦任し、 多くの方々と

ご挨拶を交わしました。 そのうちの何人かの方が私に

専門教科は何ですか？と問われ、 家庭科ですとお答え

しますと、 一瞬戸惑われたような表情をされたことが

印象に残っています。 歴代所長は理系の方が多かった

からだろうと思っております。

私ごとですが、 寒いとき、 体を暖めるためによくシ

チュ ー を作ります。 まず、 ル ー 作りからです。 ル ー は

バタ ー を鍋に入れ、 水分を飛ばしながら溶かしてから、

薄力粉を加えて混ぜ合わせます。 このバタ ー の水分が

飛んだ時のタイミング、 バターの泡が小から大になっ

た時が大切なのです。 バタ ー の中の水分を飛ばし、 油

脂分の中に薄力粉を入れてかき回しながら薄力粉同士

をくつつけないよう油で包み込みます。 いわゆる乳化

ですね。 学生時の実習で学び、 生活の中の科学を意識

しました。 私はこの油の固まりのバタ ー に約15％もの

水分が実にうまく混ざっている自然の為せる業にいつ

も感動しながら、 ル ー を作っています。

また、 以前授業をしていたときのことです。 牛乳は

水に脂肪が、 バターは脂肪に水が混ざっていることを

説明していたら、 ある生徒が理科で学習したコロイド

のことを理解できたと話してくれました。

理数離れがいわれて久しいのですが、 このような事

例から、 子どもたちが日々の生活の営みをとおして科

学に腿味•関心を持ったり、 疑問を感じたりして成長

することを期待しています。

さて、 当教育センタ ー の大きな事業の一つである金

沢大学連携ゼミナ ー ル研修が3年目を迎え、 4月26日

に開講式を行いました。計97名の小・中・高校の先生

方が1年間の研修に臨み、新しい発想と工夫に満ちた

教材等の開発、 授業内容やその指甜法を研修し、 その

成果を発表・共有しあって盟かで魅力ある教育が行わ

れるようにします。 特に、 算数・数学ゼミ、 小・中理

科授業及び理科実験ゼミ、 高校理科ゼミで研修される

先生方には、 子どもたちの理数離れを止め、 科学に対

する知的好奇心を喚起し、将来にわたって科学に典味・

関心を持ち続け、 仕事や生活の中に生かしていくこと

ができる科学好きな子どもを育てていただきたいと願っ

ています。

最後になりましたが、 石川県科学振興会は、 石川県

の科学教育の振輿発展に懸命に努めてまいります。

また、 石川県科学教育振興会の皆様には、 当会の運

営や科学教育発展への方策等へのご提言、 ご協力をい

ただきますようお願い申し上げます。
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第44回 越馬徳治科学賞
～平成18年度受賞者・受賞校の業績～

平成18年度の越馬徳治科学宜の表彰式・助成金交付

式は、平成19年2月16日御に石川県教育センタ ー で、

菱沼捷二菱沼会長のご出席をいただき、業界や学校関

係者参列のもと開催されました。 受宜者、受宜校に直'

状・助成金ならびに記念品などが授与されました。

（本文中の勤務校や所属は平成18年度のものです。）

ィ

1. 個人表 彰

金沢市立泉野小学校教諭 中 川 岳

金沢市立森本小学校を初任に、同竹又小学校、同長

田町小学校、金沢大学教育学部附属小学校、金沢市立

中央小学校を経て現在に至る。 金沢市奨励研究「ミニ

プリントを活用した理科授業」やグル ー プ研究「生き

生きと活動する子どもをめざして」をはじめ、個人研

究や教材開発、執筆活動を積極的に行っている。 また、

金沢市児童科学教室の指函員を長年に渡って務める一

方、科学作品コンク ー ルにおける学校宜の受宜や、 エ

コクラブ全国壁新聞フェスティバルの県代表などに貢

献している。

中能登町立越路小学校教諭 池 島 正 芳

小松市立木場小学校を初任に、田鶴浜町立金ヶ崎小

学校、同相馬小学校、金沢大学教育学部附属小学校、

田鶴浜町立田鶴浜小学校を経て現在に至る。 越馬徳治

科学教育研究奨励「直接経験を重視し、子どもたちが

自ら主体的に取り組む理科活動をめざして」をはじめ、

石川県理科教育研究大会やJST全国科学技術教員研

修での研究発表など、実践的な研究を多く行っている。

また、指甜した作品が科学作品コンク ー ルなどにおい

て優秀な成組を収めており、石川県理科教育研究大会

の推進委員なども務めている。

白山市立笠間中学校教諭 新田町 挙 司

金沢市立城南中学校を初任に、同金石中学校、同城

南中学校、同高尾台中学校、同港中学校を経て現在に

至る。 早くから理科教育におけるコンピュ ー タ ・視聴

党機器の活用に関して研究を行い、発表している。 平

成13年には高峰宜学校の部最優秀宜を受宜した。 指甜

面においては科学作品コンク ー ルヘの出品の指導を長

年に渡って行い、金沢市立城南中学校では生徒を全国

審査で上位に導いた。 また、白山市学校教育研究会理

科部会の研究推進員や白山・石川児童生徒科学作品審

査会中学部門の審査員なども務めている。

金沢市立浅野川中学校教諭 山 口 達 弘

金沢市立兼六中学校を初任に、同西南部中学校、同

高尾台中学校を経て現在に至る。 日本地学教育学会

「気象分野の指導に関する研究」、「石川の地域自然」

教材開発に関する研究プロジェクト「河原の石のふる

さとを探ろう」などの研究を行う傍ら、 気象予報士の

資格を取得するなど稲極的に活動している。 日頃から

生徒の自然への典味を喚起する指迎を目指し実践を行

い、科学部顧問としてもサマ ー スク ー ル地学巡検「石

川の大地のふるさとに触れる」に取り組んでいる。 ま

た、石川県理科教育研究大会において連営委員や会計

などを務めている。

石川県立金沢二水高等学校教諭 中 村 公 弘

愛知県豊田市立朝日丘中学校を初任に、野々市町立

布水中学校、野々市町立野々市中学校、石川県立内灘

高等学校、同小松高等学校を経て現在に至る。 文部省

（当時）中学校理科教育課程全国発表会での研究発表

をはじめ、北信越理科教育研究大会、石川県理化教育

研究大会などで物理分野における数多くの自作教材を

用いた演示実験に関する研究発表を行っている。 また、

科学部顧問として指森にあたる一方、石川県高等学校

物理実験書検討委員や石川県高等学校教育研究会理化

部会理事なども務め、理科教育に貢献している。

石川県立金沢錦丘高等学校教諭 捨田利 謙

石川県立野々市明倫高等学校を初任に、同小松高等

学校を経て現在に至る。 日本生物教育会全国大会での

継続的な発表やアジア生命倫理学会での発表など研究

発表を稽極的に行う一方、生物教育関係の執筆活動に

も取り組んでいる。 指甜面においては金沢錦丘高校生

物部を日本動物学会高校ボスタ 一 発表の部で優秀貨に

導いたり、環境問題や生命倫理についてTV会議を使っ

た日米高校生の交流事業を指迎したりしている。 また、

石川県高等学校教育研究会生物部会理事や教材生物研

究委員会代表などを務めている。

2. 功労者表彰

穴水町立穴水小学校校長 梧 正 徹

金沢市立犀川小学校を初任に、同野町小学校、穴水

町立穴水小学校、同諸橋小学校、輪島地方教育事務所

指甜主事、穴水町立穴水小学校教頭、輪島地方教育事

務所主任管理主事兼管理係長、能都町立鵜川小学校校

長、穴水町立穴水小学校校長を経て現在に至る。 文部

省（当時）奨励研究「穴水町の植物～海岸線を主にし

て～」をはじめ多くの研究発表や教具の製作指導など

を行ってきている。 また、児童科学作品コンク ー ルヘ

の参加指迫も継続して行い、多くの児童を入買に導い

た。 石川県科学教育振輿会常任理事をはじめ、多くの

委員も務め、理科教育の推進に貢献している。
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金沢市立小将町中学校教頭 冨 澤 知 明

神奈川県綾瀬市立綾瀬中学校を初任に、金沢市立十

ー屋小学校、同西南部中学校、同紫錦台中学校、同高

尾台中学校、同内川中学校教頭、同泉中学校教頭を経

て現在に至る。 この間、金沢大学教育学部附屈教育工

学センタ ー 研究員としての研究や個人の研究を進め、

その成果を理科教育の推進や理科教員の指迎に役立て

ている。「生活の中の身近な理科」をモット ー に理科

大好きな生徒の育成を行い、生徒科学作品研究発表会

への参加指甜も継続して行った。 また、石川県理科教

育研究大会の推進委員なども務め、理科教育の推進に

貢献している。

石川県立七尾高等学校校長 谷 口 祐 弘

石川県立門前高等学校を初任に、同田鶴浜女子高等

学校、同七尾高等学校、同羽咋工業高等学校、同七尾

高等学校教頭、同鹿西高等学校教頭、同鹿西高等学校

校長、を経て現在に至る。 金沢大学科学教育研究室研

究員として「動力学の形成過程」について科学史・理

科教育に関する研究を進める一方、「ガリレオの生涯」

等の翻訳などの活動も行った。 また、指迎面において

は「能登地区高校生のための環境放射能測定教室Jの

創設と運営に尽力した。 石川県科学教育振興会常任理

事などを務め、理科教育の推進に貢献している。

3. 学校表彰

金沢市立中央小学校 （校長 浅岡 吉宏）

当該校は、昭和62年の開校以来、金沢市児童科学教

室の会場校として、児童の科学する心を育む拠点となっ

てきた。 また、学校独自の取り組みとして、夏季休業

中には科学研究や発明工夫作品に関する相談会を開催

している。 その成果として、石川県児童•生徒科学作

品コンク ー ルにおいては県知事宜をはじめ数多くの受

宜者を招出し、全国児童才能開発コンテスト科学部門

でも平成15年度文部科学大臣宜などを受宜している。

また、平成8年に創意工夫育成功労学校表彰で科学技

術長官宜、平成17年には全国児童才能開発コンテスト

科学部門で学校奨励宜を受宜するなど、科学研究活動

が活発である。

中能登町立鹿西小学校 （校長 土屋 健次）

当該校は、平成17年4月に能登部小学校と金丸小学

校が統合して開校した。 前身の能登部小学校からの精

神を受け継ぎ理科・算数科を中心とした授業研究が推

進されている。 学校ぐるみの研究活動として、石川県

学力向上フロンティアスク ー ル事業では理科における

少人数授業の取り組みを中心に全職員で理科・算数科

の授業研究を推進している。 また、科学技術振輿機構

指定の理数大好きモデル地域事業では科学館等の施設

を利用した体験学習や理数大好き授業研究の取り組み、

その他にも金沢大学の「ふれてサイエンス」への参加、

科学実験サボ ー タ ー 事業の活用など稜極的に児堂の学

びの機会を作り出す工夫をしている。

金沢市立小将町中学校 （校長 小川 栄子）

当該校は、平成12年に金沢市中学校教科指甜法開発

校の指定を受けて以来、「自ら学び考える力を育てる」

という方針のもとに理科教育を行っており、平成15、

16年には高峰宜を受宜している。 夏季休業中には課題

研究のテー マ設定や研究方法の指甜を行い、石川県児

童生徒科学作品コンク ー ルや石川県発明くふう展など

において多くの人宜者を出している。 理科の授業では、

全学級でTTによるきめ細かな指甜を行い、公開研究

授業による教師の授業力の向上にも努力を重ねている。

また、金沢市子ども科学財団サイエンスクラプの事務

局を箇くなど理科教育の拠点校としての取り組みも行っ

ている。

ヽ

石川県立七尾高等学校 （校長 谷口 祐弘）

昭和43年の理数科設四以来、科学系部活動は傑出し

た活動を継続しており、平成16年のスー パ ー サイエン

スハイスク ー ル指定後は、取り組みがさらに活性化し

ている。 天文分野では、長期にわたる黒点観測、流星

群の電波観測、穴水ロー エル祭への参加などの研究活

動·普及活動を行っており、研究成果を高校生天体観

測ネットワ ー ク全国フォ ー ラムなどで発表している。

また、化学分野では、環境ホルモンの測定を継続して

おり、全国高校化学グランプリには毎年参加し、平成

15、18年には銅宜を受宜している。 生物分野では、石

動山の植物・薬草調査を継続しており、植物図鑑を作

成発行するとともにその成果を学会で発表している。

4. 学校助成

小・中・高等学校をつなぐ理科教育を梢極的に推進

している学校への助成金交付。 平成19年度の石川県理

科教育研究大会会場校に交付されました。

能登町立宇出津小学校 （校長 喜多 文男）

能登町立能都中学校 （校長 山田 良憲）

石川県立能都北辰高等学校 （校長 片山 新次）

超馬徳治科学賞表彰式
主纏•石川県科学敦冑益貫会

-3-



,f 

越馬徳治科学教育研究奨励の概要

分子模型や3D分子モデル作成ソフトを使った脂肪

族化合物の立体構造や異性体の指導法の開発と実践

石川県立金沢泉丘高等学校教諭 田口 雅範

1. はじめに

脂肪族化合物の立体構造や異性体の学習においては

適当な実験や実習がなく、教科書等の図や板書を通し

て説明していた。 しかし、それらは、あくまでも3次

元の分子を2次元で表現したものであり、実際の分子

構造を正確に伝えることは難しく、生徒もイメ ー ジし

にくかった。（下図参照）そこで、原子・分子を目に

見える形で具体化できる分子模型やパ‘ノコンの画面上

に立体分子を描き出す3D分子モデル作成ソフトを使

えば、分子に対するイメ ー ジが膨らみ、理解が深まる

と予想して、教材作成・授業実践を行った。

H H H 
I I I 

H-C-C-C-H 
I I I 

H H H 

図 プロパンの構造式と立体構造

2. 研究内容

次の①～④の実習教材を作成し、それを使って実践

授業を行い、生徒の感想・意見をまとめた。 以下に作

成した実習教材とその目的を示した。

①分子の立体構造と化学反応

分子や化学反応式をみて、原子や分子の構造や変化

をイメ ー ジできるようにする。

②鎖状飽和炭化水素

アルカン、アルケン、アルキンの構造式より立体構

造をイメ ー ジできるようにする。

③ァルコ ー ルの立体構造と異性体

炭化水素とアルコ ー ルの関係を理解し、異性体か同

ー化合物かの区別ができるようにする。

④糖類の立体構造
a ー グルコ ー スと f3 ー グルコ ー スの立体構造の違い

を理解する。 単糖類の縮合菫合により2糖類や多糖類

ができていることを体験的に学ぶ。

3. まとめ

アンケート調査の結果、「実際につくってみて構造が

わかった気がする。」「有機の理解が深まり、立体モデ

ルをイメ ー ジできるようになった。」等の意見があった。

本研究は、分子の立体構造の学習において有効である

と考えられる。 今後は、アミノ酸とタンパク質や脂質

等の天然高分子化合物の教材を増やしていきたい。
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酵素に関する学習における教材開発と実践

～アミラ ー ゼによる水あめ作り～

石川県立鶴来高等学校教諭 見砂 智子

1. はじめに

昨年度、 日常生活と関連した理科指甜のエ夫改善と

して、酵素の単元でアミラ ー ゼ（植物由来）を教材に

授業実践をした。 今年度は、課題研究の位附付けで実

践を行った。 アミラ ー ゼは、古くから水あめの原料と

して利用されてきたので、カタラー ゼやデヒドロゲナ ー

ゼより、身近に存在しているという印象がある。 また、

種子の発芽に関係するので、 植物ホルモンの単元に触

れることもできる。 また、化学選択者でなくても、糖

類の分子構造などを学習することができる良い教材で

ある。

2. 実践の方法と目的

実践においては、生徒が学習したことをベ ースに、

疑問を感じたことについて、 自主的に研究することに

重点をおいた。

目的は、課題研究の前後の生徒の状態を、 テスト

及びアンケー トによって成果と課題を得ること、また、

授業で利用できる生徒実験をつくることとした。

3. 実践の内容

l. 物質としてのデンプンと糖類

2. デンプンの性質

3. アミラ ー ゼの性質
4. デンプンを含む植物

5. 麦芽からの水あめ作り

6. テスト及びアンケ ー ト

7. おいしい水あめ作り

アミラ ー ゼの某質特異性、最適湿度、最適pH、 基

質と酵素岳の関係を調べる実験は、生徒が仮説を立て、

手順を決めた。 麦芽の胚乳・種皮、根、芽の順にアミ

ラ ー ゼの活性が大きく、芽から作った水あめが苦いこ

ともわかった。

4 ． まとめ

初めは消極的だった生徒が、全員面白かったと回

答した。 理由は、酵索のことが良くわかった、知れば

知るほどおもしろい、毎回結果が出て楽しい、という

ことであった。 実際、休み時間や放課後に実験を続け、

質問するなど、非常に稲極的になった。

指甜にあたっては、結果をグラフ化することに重点

を置く必要があったと考えている。



測定値をグラフ化して考察を行う化学実験の開発

～コンビュ ー タによる化学実験の支援～

石川県立金沢泉丘高等学校教諭 鹿野 利春

1. はじめに

定溢実験で、 測定にセンサ ー を処理に表計算ソフト

を用いることにより、正確に多数の実験値を扱うこと

が可能である。 これらの値をグラフ化することにより、

変化の推移がわかり、 化学的な事象について深い考察

を行わせることができるようになると考えた。

2. 研究の目的

生徒が定鍼実験を行い、 その結果から深い考察を行

うことを目指して以下の4つを研究の目的とした。

(1)実験しながら測定値をグラフ化する方法の開発

( 2)測定値を自動的に入力する方法の開発

(3)測定値をネットワ ー クで収集する方法の開発

(4 )実験から得られたグラフから考察する授業の実施

3. 研究の方法

測定値をコンビュ ー タに持っていくまでの段階と、

これを処理したり、 ネットワ ー クで集めたりといった

段階の 2 つに分けて要素技術を開発した。 測定値をグ

ラフ化して考察を行う授業を設計し、 開発した技術を

用いてこれを行い、 結果を評価した。

4. 研究の成果

電子天秤とコンピュ ー タを直接に接続し、 質品変化

を伴う定贔実験の方法などを開発した。 これにより、

過酸化水素の分解など、 反応に伴う質屈変化を1秒ご

とに自動的にコンビュ ー タに記録できるようになった。

これを表計算ソフトで処理することにより、反応速度、

反応速度定数などを測定終了後すぐに計算し、 グラフ

を表示することが可能になり、 実験に現れた化学的事

象について生徒の考察を深めることができた。
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5. 課題と展望

機器の操作方法をより簡易にすること、 この実験の

普通科での実施、 他校への普及が今後の課題である。

レ ー ザ ー モジュ ー ルを利用した

多機能レ ー ザ ー 光源の作成と利用

石川県立鶴来高等学校教諭 垣内 費司

1. はじめに

物理の「光波」の分野で、 レ ー ザ ー光源を用いた実

験を行うことは重要である。 しかし、 そのレ ー ザ ー 光

源に関して、 実験用として市販されているものは非常

に高価であり、 また大型のものが多く気軽に実験しよ

うと思うには持ち運びが不便であることが多い。 そこ

で、 今回集光性の良いレ ー ザ ー モジュ ー ルが安価に販

売されていることから、 それを利用して赤色（波長 650

nm)および緑色（波長532nm)の小型レ ー ザ ー 光源を作

成することにした。

2. 作成方法

レ ー ザ ー モジュ ー ルの電源は単三電池2本を使用し

た。 レ ー ザ ー モジュ ー ルが小型であることからカバ ー

のついた単三電池3本が入るケ ー ス（図1、 図2) を

利用し、乾電池2本を入れて余るスペ ー スにレ ー ザ ー

モジュ ー ルを収納し、 ケ ー スにレ ー ザ ー を通す穴を開

ける加工を行って完成させた（圏3右端が緑色レ ー

ザ ー ）。

凰•

’

 

曙
図1 図2 図3

さらに、赤色レ ー ザ ー モジュ ー ルが小型（緑色レ ー

ザ ー の1/3程度）であることから、 その空いたスペ ー

スを利用して音声信号の入力機能を追加することにし

た。 鉄くぎにエナメル線を巻いた自作のコイルを作成

し、 さらにケ ー スを加工して音声信号入力用のメスの

ピンジャックを取り付けた（図4)。 配線に関しては

岐阜物理サ ー クル編著：「のらねこの挑戦」新生出版

(1996)を参考にして完成させた（図5)。

“' 
図4 図5

3. まとめ

手のひらにのる大きさで重伍も軽いため持ち運びに

非常に便利である。 費用も赤色レ ー ザ ー が1,000円程

度、 緑色レ ー ザ ー は7,000円程度で作成できる。 光通

信機能を兼ね備えた多機能レ ー ザ ー 光源であるため、

単なるレ ー ザ ー ポインタ ー としての利用はもちろん、

物理分野の干渉実験、 相互誘導実験、 光通信実験、 化

学分野のチンダル現象の実験など、 いろいろな場面で

活用することが可能である。
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学 会 等 報 告
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平成18年度全国小学校理科研究大会（愛媛大会）

金沢市立弥生小学校教諭 岩 崎 誠

平成18年10月19、20日に愛媛大会が「自然を愛で、

共に創りあげる理科学習」を研究主題として行われま

した。 全小理の参加は初めてで、どんな授業が見られ

るのか楽しみにして行きました。 愛媛大会の中心会場

である松山市は、松山城の城下町として栄え、夏目漱

石の「坊ちゃん」の舞台であったり、俳人正岡子規の

生地であったりして、街中には「坊っちゃん」を冠と

した品物が目に付きました。

19日昼ごろ松山市に到着して一日目の総会・全体会・

記念講演に参加しました。 基調提案では、やさしさを

育む理科、学ぶ喜びを味わわせる理科学習、PISA型

読解力の育成などを重点として研究してきたこと、指

導講話では日骰先生から「ことばの充実」「体験の重

視」の話が聞かれ、次の改訂ではこれまでのABC区

分をAC区分を合わせて「状況に入る学び」、 B区分

を「状況をつくる学び」ととらえるなどの話を伺いま

した。 この日特に印象深かったのは記念講演の写真家

松本紀生氏のアラスカ・フォトライプでした。 夏のア

ラスカでのクジラの生き生きとした姿、冬のアラスカ

での幻想的なオ ー ロラの表情90分という時間が本当に

短く感じた素敵な話しと映像でした。

二日目、私は松山市立雄郡小学校の発表会に参加を

しました。 正岡子規の暮らした子規堂が近く、俳句を

使って自然を読んでおり、校内の至る所にすてきな俳

句が掲示してありました。 学校の周りには自然がほと

んどなく建物ばかりでしたが、学校内では大きな循環

型のビオトー プがあり、児童が自然と親しむ珠境が整っ

ていました。 また、毎週金曜日「理科探検隊」という

自作のTV放送を行っており、 各学年が理科や生活

科で学んだことを放送していました。 さらに理科学習

センタ ー を校内に整備して、科学クラプや教育学部の

学生などによる体験教室を定期開催しており、理科を

中心に児童を育てているという雰囲気を感じることが

できました。 授業は、真新しいものはありませんでし

たが、児童が自分の考えや思いを論理立てて、最後ま

で話すことができており、児童の育ちを感じるもので

した。 普段見られない他県の素敵な授業を見れ、全国

の先生方の意見が聞けて充実した2日間でした。

第52回全国中学校理科教育研究会鳥取大会

金沢市立森本中学校教諭 森 優 子

「自然から学び、豊かな心を育てる理科教育」を大

会主題に、豊かな自然と景観を持ち合わせた鳥取県で

第52回全国中学校理科教育研究会が開催された。 烏取

県は
“

人と自然の共生
”

をテ ー マとした環境立県を目

指しており、郷土の豊かな自然を知り、 その自然を愛

する気持ちを育て、自然体験を通して科学的なものの

見方・考え方を育んでいく理科教育の充実を図ってい

る。 その取り組みを象徴するように、同時期に開催さ

れていた子ども向けの科学体験教室は、連日多くの参

加者がいるとの報告があった。

文部科学省の講演は「今後の理科教育の方向性につ

いて」を演題に、国際調査の結果をもとにして展開さ

れた。 それによると、科学的リテラシ ー （科学的知識

を使用し、課題を明確にし、根拠に基づく結論を導き

出す能力）は国際的にもトップレベルなのに対し、読

解力（知識を効果的に理解、利用、熟考する能力）は低

下傾向にあることが報告された。 読解力は単純に国語

力に寄るものでなく、教科の枠を超え、日常生活の中

で身につけていくものであること。 これらを踏まえ、

基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させるよう

な
“

習得型の教育
’

' と知識・技能を活用し、考え行動

する力を重視した
＂

探求型教育
＂

の両方を総合的に育成

していく必要があることを指摘された。 この力を身に

つけるためには、‘‘ 学び
’

' が常に日常生活の中に生き

たものであることが必要、とも強調して説明があった。

分科会では、観察・実験部門で小松市教育センタ ー

の山本秀徳先生より「デジタルコンテンツの有効利用

～観察・実験の補助および代替として～」の研究発表

があった。 観察・実験が困難な単元（分野）では、デ

ジタルコンテンツを活用することによって内容を疑似

体験でき、理解が深まったとの成果報告があった。 動

画での解説は、生徒の興味関心を喚起することにもつ

ながり、大変有効であることを実感することができた。

また、教師自身が内容を熟知し、展開に配慮した活用

を行う必要があることも理解できた。

平成 20年には金沢市からの研究発表が予定されてい

ることも踏まえ、新たな発見と意欲につながる有意義

な鳥取大会であった。
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平成18年度全国理科教育大会（宮城大会）
第77回日本理化学協会総会

金沢市立工業高等学校教諭 末 栄 良 弘

8月2日から8月4日にかけて仙台国際センタ ー を

会場として全国理科教育大会が開催された。「21世紀

を支える理科教育 ～典味•関心を高めるために～」

を大会主題として、東北プロックが中心となって、宮

城大会が運営された。全国各 地から多数の先生方が参

加し、物理・化学・理科教育（生物、 地学を含む）．

環境・理科教育の4分野の研究発表や6分科会で研究

協議が行われた。

第1日目の全国理事会には末栄（金沢市工）が出席

した。理事会後、文部科学省初等中等教育局教育課程

課教科調査官の笹尾幸夫氏が 「学習指甜要領の趣旨と

理科教育の現状」と題して文部科学省講話をされた。

◇教育課程部会審議過程報告より教育内容等の改善の方向

人間力の向上を図る教育内容の改善

人問力=生きるカ

現行の学習指甜要領 ねらい〇、手だてX

・基本的な考え方

1)言葉や体験などの学習や生活の基盤づくりの重視

＊言葉は「確かな学力」を形成するための甚盤。

＊体験は体を育て、心を育てる源。

2)確かな学力の育成

＊基礎的・基本的な知識・技能の育成（習得型の

教育）と、自ら学び自ら考える力の育成（探究

型の教育）とは、この両方を総合的に育成する

ことが必要。

第2日目の表彰式では、谷口祐弘氏（七尾高校校長）

が教育功労者表彰を受けられた。

午後、大学共同利用機関法人高エネルギ ー 加速器研

究機構長 東北大学名営教授鈴木厚人氏が、『ニュ ー

トリノが解き明かす素粒子・地球・宇宙』と題して、

記念講演をされた。研究協議では石川県から鹿野利春

教諭（金沢泉丘）が「結果をグラフ化して考察を深め

る化学実験」について意見提示発表をした。 その後、

科学の広場でポスタ ー セッションや教育懇談会が行わ

れた。

第3日目の研究発表では江頭和子教諭（津幡）が化

学分科会発表の座長を務められ、末栄（金沢市工）が

物理分科会発表の座長を務めた。

杜の都仙台は緑あふれるケヤキ並木や自然燐かな清

流広瀬川が流れ、「学都」としての静と動のパワ ー を

感じさせる街であった。
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平成18年度全国理科教育大会（宮城大会）
第77回日本理化学協会総会

石川県立金沢西高等学校教諭 江 頭 和 子

平成 18年8月2日から 3日間の日程で、宮城県仙台

市の仙台国際センタ ー を会場として、「21世紀を支え

る理科教育 一 輿味関心を高めるために 一」を大会主題

として全国理科教育大会が行われた。全体参加者は約

610人、石川県からの参加は谷口理化部会会長、末栄

全国理事、鹿野研究協議発表者、私の4人であった。

私は全国理事会のあと研究代表者会議から参加した。

研究代表者会議では調査部アンケート報告や、教育課

程検討委員会調査の中間報告、平成18年度センタ ー 試

験問題に関する各都道府県の意見集約の呼びかけ等が

あった。

2日目は開会式のあとの表彰式で谷口祐弘会長（七

尾高校長）が教育功労宜を受宜された。午後には大学

共同利用機関法人高エネルギ ー 加速器研究機構長で東

北大学名営教授の鈴木厚人氏による 「ニュ ー トリノが

解き明かす素粒子・ 地球・宇宙」と題した記念講演が

あった。 世界では日本が群を抜いて先駆的な立場にあ

るこの研究分野で解き明かされつつある未知へのロマ

ンを聴くことができた。 続いて研究協議第5分科会

「情報機器の活用と理科教育」では、 鹿野利春教諭

（金沢泉丘）が意見提示者として参加された。化学実

験でセンサとパソコンを組み合わせてデ ー タ処理やグ

ラフ化し、ネットワ ークを活用して各実験斑のデ ータ

を比較検討するなど、金沢泉丘高校で実践されている

情報機器活用について報告された。SSHにおける学

校設定科目「コスモサイエンス」でおこなった取り組

みに対し多くの質問が寄せられていた。

3日目には研究発表が行われた。物理第3会場では

末栄良弘教諭（金市工）が座長を務められた。私が座

長を務めた化学第3会場では、折り紙を取り込んだ結

晶格子の授業、 ジェリ ー キャンドルを使ったアルカリ

金属やハロゲンの実験や、紅花を活用して多角的に化

学の授業を行った実践例などがユニ ー クで典味深かっ

た。水素を使わない安全な燃料電池の報告では「必ず

しも水素は危険ではない」という意見が出され、超臨

界二酸化炭索の演示実験報告は、 そのビデオ映像で映

し出される超臨界状態の二酸化炭素を誰もが息をのん

で見守っていた。全体に活発な意見交換がなされた。

広瀬川流れる杜の都仙台は、仙台七夕祭りをひかえ

て活気づいており、会場近くの東北大学植物園や仙台

城跡は、都会のなかのオアシスのように豊かな自然と

歴史・文化の香りを提供してくれた。

ヽ



第61回日本生物教育会（島根大会）

石川県立金沢泉丘高等学校教諭 吉 村 久 貴

8月7日～9日にかけて、松江市の島根県民会館を

主会場に、『「やさしさの生物教育」～自然との共生を

めざして～』を大会主題として、 日本生物教育会第61

回全国大会が開催された。

まず、サンラポ ー むらくも（公立共済会館）で開催

された全国理事会に出席した。平成17年度事業報告・

決算報告、平成18年度事業計画・予算案の審議の後、

表彰者などの決定があった。 また、国際生物学オリン

ピックに関して、 アルゼンチン大会への参加生徒の選

考過程、特別教育、最終結果が報告された。 派遣され

た4名の生徒のうち、3名が銅メダルを獲得した。

翌日、島根県民会館で、開会式・総会の後、俳優で

日本野鳥の会会長の柳生 博氏の記念講演が行われた。

『花烏風月の里山』と題して、 全国各地の里山復元活

動との関わりを持つ演者が、 その経験をもとに里山に

ついて熱く語りかけた。 里山には日本の原風景が残っ

ており、多くの生き物たちが暮らしているが、開発等

により急速にソノ姿を変えつつあり、 そこに生息して

いた生き物たちにも大きな変化が見られる。 人間と自

然の仲のいい風景を後世に伝えていくために、「持続

可能な開発」とは何かを考えさせられる講演であった。

口頭発表は、①教材研究・実験観察に関するもの、

②生物教育・指甜法に関するもの、③自然・環境教育

に関するもの、④学術的内容に関するものの4分科会

に分かれて計37の発表が行われた。粘土製作による両

生類胚の発生では、色の異なる3種類の粘土を用いて

発生過程を立体的に仕上げることで、生徒理解が深まっ

た実践報告がされていた。

ポスタ ー セッションでは、会員の発表と生徒の発表

があった。 生徒のポスターセッションでは、地元島根

県のほかに、 岐阜県の生徒の発表もあった。

研究協議は、「実験・観察指甜の在り方について」

「環境教育の在り方について」「教育課程と評価の在り

方について」「校種間・学社連携の在り方について」

の4分科会に分かれて、提言がなされた。

現地研修は、 A;松江城と堀川遊既コ ー ス、 B;宍

道湖と出雲大社コ ー ス、 C ；三瓶山・小豆原埋没林コ ー

ス、 D;隠岐コ ー スが準備されていた。

今回は、地元島根、東京・大阪のほか、次回の開催

地である香川からの参加者が多く、 石川県からの参加

は私一人であった。会員の稽極的な参加を期待しつつ、

部会としても方策を検討しなければならないと思う。

第50回石川県児童•生徒科学作品コンク ー ル審査結果

科学に対する関心を高め、研究を通して、研究意欲の開発・育成を図るという主旨で、県内各学校の児童•生徒を

対象に科学作品を募集し審査した。

◆県審査の結果

ィ ◆全国審査の結果

石 川 県 知 事 宜

石 川 県議会議長宜

石川県教 育委員会宜

石川県科学教育振興会長宜

侵 秀 直・

俊 良 直・

佳 良 直：

計

小学校

1 

1 

1 

1 

13 

43 

35 

95 

第43回学研児童才能開発コンテスト 小学校の部

1才能開発教育研究財団理事長賞I

◎アゲハチョウのけんきゅう パートII

◎ヒマワリの研究 パートII
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中学校 高等学校 計

1 

1 

1 

1 

11 

16 

16 

47 

゜ 2 

゜ 2 

゜ 2 

゜ 2 

2 26 

゜ 59 

2 53 

4 146 

金沢市立諸江町小学校 2年 長澤 健登

金沢市立南小立野小学校 3年 渡迫 航志



第50回石川県児童•生徒科学作品コンクール

特別賞受賞作品の概要

l石川県知
;:ワリの

研究 パー
トII

金沢市立南小立野小学校 3年渡邊航志

はじめに

昨年の研究で、ミニヒマワリのっぱみが、少しずつ
向きをかえて光の方に傾いていく事を見つけた。今年

は、つばみの向き・茎の曲がり方と光の色との関係や、

葉への光の当たり方との関係を調べた。

1.実験・観察の方法と結果・考察
【実験1】ミニヒマワリのつぼみの斜め上の方から、

白色光か赤色光を当てて、つぼみの動きを調べた。っ
ぼみの向きがわかり易いように、っぽみにまっすぐに

マチ針をさし、デジタルカメラで真上から30分毎の連
続画像をとり、画像からマチ針のビ ー ズの動きを
OHPシ ー トに写しとった。また、真横から30分毎に

スケッチをして、茎の曲がり方を調べた。

つぼみは、白色光では2時間で一回り位の速さで首
を振るように動きながら、光の方に傾いていった。

赤色光では光を当て始めるとつぼみの動きが小さくな

り、光の方にも傾かなかった。真横から観察すると、
白色光を当ててつぼみが傾いた時、つぼみのすぐ下の
茎の部分が強く曲がっていることが分かった。

【実験2】つぼみとそのすぐ下の部分だけに光が当た

れば十分なのかを調べるために、っほみと一番上の茎
と葉の部分が3cm位外に出るようにして、ヒマワリの
茎と葉を厚紙で筒状に巻いて遮光した。

その結果茎を覆っていない時と同じように、つぼみ

のすぐ下の茎が曲がってつぼみは光の方を向いた。

【実験3】どの部分に光が当たればつぼみの向きが変
わるのかを調べるために、実験2で筒の上に出ていた、

①つぼみ、②全部の葉、③光の来る方の葉、④光の反
対側の葉、をそれぞれアルミホイルで毅って遮光し、

つぼみと茎を30分毎にスケッチした。
その結果、①や④では茎の曲がり方はあまり影響を

受けず、③では曲がり方が弱くなり、②ではほとんど
曲がらなかった。この実験から、茎が曲がるためには、

葉に光が当たることが必要であり、特に光が来る方の
葉が大事らしいことがわかった。

【実験4】つほみのわずかな動きも観察できるように

するため、つぼみに小さな反射板を取り付け、真上の

1点からレ ー ザ ー ポインタ ー で光を当て、反射した光

が上に張った紙に映る点を記録した。

この方法だと、今までに観察できなかった小さなっ
ぼみの動きを観察・記録できることができた。
3.感想

ヒマワリがうまく育たず、実験の時間が少なかった
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が、やってみたい実験はできたと思う。レ ー ザ ー ポイ

ンタ ー の実験は難しかったけれど面白かった。

ロ

知

事紙賞風船の穴の秘密

珠洲市立宝立中学校 1年梧元志保

1.はじめに

紙風船をへこんだ状態でつくと、ついている間に、
丸い形に戻った。紙風船には穴が開いているのに、ど

うしてつぶれないで膨らむのかなと思い、紙風船が膨

らみやすい条件を調べてみた。
その秘密は、紙風船の穴にあ
るのではないかと思い、穴に

絞って実験を行った。

2.実験の方法

大中小の紙風船を準備し、
半分にへこませて、何回ついたら元の丸い形になるの
か調べた。手でつくため、常に同じ力でつくことは難

しいので、必ず5回実験を行い、平均をとった。

3.実験の結果
【実験1】大中小の紙風船は、本当につくと丸くなる

のか調べた。大中小とも丸くなり、紙風船が大きいほ
どつく回数は多くなり、小さいものは一番少ないつく
回数で丸くなることがわかった。

【実験2】穴の直径を、4mm· 6 mm• 8 mm·l0mm•l2mm· 

14mmの6種類準備して、丸く戻るまでのつく回数を調
べた。4mmの穴の紙風船はたくさんつかないと丸くな
らなかった。6 mmはそれより少ない回数で丸くなり、

8 mm~l2mmがつく回数が少なくなることがわかった。
14mmになるとまたつく回数

が増えていった。結果をグ

ラフで表すと、大中小のど

の大きさの紙風船でも8 mm

のとき一番少ない回数で、
そ 実験に使った6種類の穴丸くなることがわかった。

【実験3】 「直径8 mmの穴」と同じ面稲の、「4 mmの
穴4つ」ではどうなるか調べてみた。これも、直径8
mmの穴1つが一番少ない回数で、丸くなることがわかっ
た。「4mmの穴を紙風船全体にバラバラにつけたもの」

もかなり少ない回数で丸くなったのだが、はじめに息

を入れて全体を膨らませることができなかった。
4.研究のまとめ

「直径8 mmの穴」が 「1つ」のとき、紙風船は一番

少ないつく回数で丸くなることがわかった。市販の紙
風船はどの大きさのものでも、穴の大きさは8 mmになっ
ており、一番膨らみやすくなっていたことがわかった。

ヽ’



穴から空気が出入りする紙風船は、空気を閉じこめる
ゴム風船やビ ー チボ ー ルとは、全然違う仕組みになっ
ていることがわかった。

［

石川県議会議長賞

植物のクロ ー ンを育てるPart 2

金沢大学教育学部附属小学校 6年 奥谷

1.はじめに

昨年アジサイを使いさし木について調べた。その際
さし木には根や葉をさしてふやす方法もあることを知っ

た。雑草は抜いてもすぐに生えてくるが、これは根ざ
しと同じ仕組みではないかと思い、実際に根ざしを試
してみることにした。さらに、葉ざしで本当に根づく

―

―

 

紗理

A 

のか凋べたいと思った。
2.実験と結果

(1) タンポポ・ヨモギ・ドクダミを根こそぎ抜き太い

根を何箇所かで切り、土に埋めて成長を調べた。

元の根が多い方が後の成長は良いが、根の一部を埋
めても、新たに根や葉が生えてくることがあった。特
にドクダミは地下茎を 3 cmずつに切って埋めたところ、
全てのものから根や葉がでてきた。
(2) 抜いた雑草がまた生えてくるのを防ぐ方法を調べ

た。庭の雑草の地上部分を切り取り、①そのまま放っ

ておく②酢をかける③塩をすり込む、の3通りの方法
で調べた。

そのまま放っておいたものはまたすぐに葉が生えて

きたが、酢をかけたものや塩をすり込んだものは生え
てこなかった。

(3) スミレを葉ざし・根ざし・種まきの3つの方法で
ふやしてみることにした。

ア ． 葉ざし ①根を切った一株丸ごとのもの②葉1枚
で葉柄の根元に小さな葉がついているもの③葉と葉柄
だけのものを土にさして比べた。
イ． 根ざし 太い根を3cmほどに切って土に埋めた。

ウ ． 種まき 閉鎖花の種を取り土に蒔いた。
結果は、葉ざしでは、茎や葉がいくつか集まったも

のをさしたものは成長がよいが、葉が1枚ずつでも根

が生えてきた。根ざししたものも成長し、種からのも
のも芽が出てきた。
3.まとめと感想

(1) タンポポ・ヨモギ・ドクダミは根が少し残ってい
れば、また生えるかもしれない。特にヨモギ・ドクダ
ミは地下茎が残りやすく、生えてきやすいようだ。

(2) スミレは種類によるかもしれないが、身近に生え

ているものは葉ざし・根ざし・種まきなどでふやしや
すいようだ。かわいいスミレを野山で持ち帰ろうと引っ

張り、地上部しか取れなかったとしても、土にさして

みると根づく可能性が高い。

(3) 全体として、植物の力強さや生命力のすばらしさ

を感じた。

［

石川県議会議長賞

カタバミの研究 partIV

金沢大学教育学部附属中学校 1年 渡邊

【はじめに】
小学4年生から始めたカタバミの研究で、今まで、

カタバミの葉の開閉は、周囲の光の強さと、カタバミ
自身の持つタイマ ー のような仕組みの組み合わせで決
まることを見つけてきた。今年は光の色とタイマ ー の

卓美］

働きの関係を調べてみることにした。

【実験の方法】
ポットで育てたカタバミを暗い部屋の中に置き、14

時問明期、10時間暗期の周期で光を当てて、葉の開閉

の様子をデジタルカメラで30分毎に記録した。それぞ

れの画像から、葉の開き方を5段階のスコアで評価し、

数値化・グラフ化した。光源として、白色、赤色、青
色屯球（各lOOW)を用いた。

【実験の結果】
実験① ：カタバミの葉の開閉に及ぼす光の色の影堀を

白色、赤色、青色光について比較した。赤色光、宵色
光は何れも白色光のような明確な開閉周期を作ること
が出来なかった。また、赤色光では、3枚の葉の開き
方がばらばらの組が目立った。

実験② ：長時間連続照射の効果を調べるため、白色光
で12時間照射して葉を開かせた後、赤色光または青色
光で 48時間照射した。その結果、全体に赤色光は葉を

閉じる方向、青色光は葉を開く方向に働くように見え

た。連続照射後の暗期では、何れの光でも、3~5時間
間隔で開閉を繰り返す、「3.5時間」タイマ ー が見られ
た。赤色光では、実験①と同じく、 3 枚の葉の開き方
がばらばらの組が目立った。実験③ ：実験①②で1組
3枚の葉の開き方が必ずしも揃わないことを見つけ、
3枚の葉が別々にコントロ ー ルされている可能性を考

えた。そこで、光の方向に 3 枚の葉を向けているカタ
バミに反対側から光を照射し、茎とそれぞれの葉の間

の角度を画像上で測りグラフ化した。その結果、1枚

の葉と茎との角度は開き、反対側の葉の角度は閉じて、

結果的にすべての葉が光の方を向くように動くことが

わかった。
実験④ ： 3枚の葉の内1枚を切り取り、他の 2 枚の葉
の開閉を自然光下で調べた所、1枚の葉がなくても他
の葉の光に対する反応は全く影響されなかった。

【考察】
赤色光、青色光とも開閉リズムを作れなかったのは、

白色光に比べ、照度がかなり低かったからかもしれな

い。また、1組3枚の葉の開閉（茎との角度）を別々

にコントロ ー ルして、効率的に光を受けるような仕組

みがあるらしい。しかし、どのようにして光の来る方
向を感知しているのか不思議だ。
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□ I県教育委員会賞

アゲハチョウのけんきゅう パートIl

金沢市立諸江町小学校 2年 長澤 健登

1. はじめに

昨年の春、 山椒の葉に動く幼虫を発見。育てた時ア

ゲハチョウになったことがとてもうれしくて、卵から

アゲハチョウに成長する様子を観察・記録した。

今年は、脱皮や羽化の様子をもっと詳しく観察した

いと思って研究をはじめました。

2. 観察してわかったこと

(1) たまご：頭から生まれて殻を食べる。

(2)幼 虫：1齢幼虫～5齢幼虫まで脱皮を繰り返し

て成長する。 4齢→5齢幼虫への最終脱皮では頭から

皮を脱ぎ始めて、 4 分程で脱いだ皮まで全部食べてし

まうのに驚いた。

①エ サ：ミカン・山椒・人参等の柑橘系植物の葉。

②うんち：1個の大きさは体 の大きさによって迎うが、

数（品）はあまり関係しなかった。

( 3) さなぎ：液体状のうんちをした後、緑色幼虫の形

のまま堅くなり、浪い緑色に変わる。 数日後にはダ

ンスをしながら蛹に変身。

①蛹の形と色：ナミアゲハ では緑か茶色だった。

他の蝶も種類ごとに形や色が決まっている。

②保護色（変身時の容器の色との関係）

容器を黄•青・白色で包むと薄い茶色になり、脱走

して天井やベ ー ジュ色の壁に作った蛹は周囲とほぼ同

じ色になった。しかし、赤色の容器で包んだ時は浪い

茶色になった。

(4) 羽化：背中が割れ、羽がグチャグチャのままで出

てきて、30分後には羽も広がり飛び始めた。

①羽化時の明るさ：羽化は日中しか見ないので、夜中

（暗閥）では羽化できないかな？と思った。

• 12日目の蛹(3匹）→翌日羽化（予想通り）

• 5 日目の蛹(1匹）→7 日後羽化（予想通り）

•前蛹（蛹に変身する直前：マイナス1 日目の蛹）

→蛹になれずに死んだ。（溶けてしまった）

(5) 蝶の食べ物：

・甘い汁 （蜂蜜、砂糖、ミカン、リンゴ、バナナ）は大

好物だった。酸っばいレモン汁も好物だ。

・花蜜は好き搬いがある（釣鐘型の花蜜を好む）

3. わかったことと感想

①さなぎが大きいとチョウもだいたい大きい。

②チョウには羽化する季節で春型と夏型がある。

③羽化時の明るさは関係ないが、蛹になる時には明る

さや色が関係するようだ。詳しく調べたい。

「大きな蛹に育てれば大型の蝶なるかな」、「春型のア

ゲハはどこで冬を越すの？」等の不思議な事や知りた

いと思う事が色々と出てきたので、これからも妹など

家族全員で楽しく観察を続けていきたい。

観察途中で、わからない事を教えてくださった、毘

虫館の林先生と三上先生に大変感謝しています。
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□ l県教育委員会賞

お茶の研究 ー Part 3 -「抹茶の泡のメカニズム」

野々市町立布水中学校 2年 村井 佑衣

私は小学校6年生の頃から、洗剤や消臭剤に使われ

るお茶に輿味を持ち、3年間お茶の研究を進めてきた。

中学校では茶道部に所属している。おいしいお茶を点

てることと、泡立ちに関係があるのではないかとの疑

問から今回の研究を行った。

〔実験と結果〕

(1) よく泡立っための条件

かき混ぜる時間は1 分間、抹茶の磁は大体1.0 g程

度、お湯の温度は70度以上、お湯の秘は30~60m]がよ

＜泡立つことが分かった。また、市販水としてミネラ

ルウォ ー タ ー 、アルカリイオン水、ナチュラルウォ ー

タ ー で実験した結果、抹茶に関しては影密しないと分

かったが、硬度が高いと水の色が浪くなり、見かけが

少し悪くなることが分かった。

(2) 抹茶の成分をバランスよく引き出すことと泡との

関連性

抹茶の粉は臼でひいてあるので、玉蕗をミルサ ー で

粉にして比較実験を行った。泡立ちがまったく違って

いた。粉の大きさや、形の違いが影響してきれいに泡

立たなかった。また、茶笑の強弱の実験を行い、茶笑

で強く点てることで茶葉の中にある成分の多くは湯の

中にとけ出し、特に味のおいしくない成分は泡の表面

に逃げ出すことが判明した。

( 3) 泡立ての方法の迩いが泡のでき方に及ばす影孵

身の回りにあるハンドミキサ ー と茶笑を使って泡立

ちと液の動きをビデオカメラで観察した。ハンドミキ

サ ー の回転だけでは水の衝突が少ないのか泡立ちが悪

かった。茶笑は液をうまく捕まえることができるので、

茶笑の方が泡の大きさを調整できるのではないかと思っ

た。

(4) 茶笑の構造と泡との関係

泡ができるためには茶苑の作りが大きく関係してい

ると思い、茶じみを取った茶苑とまっすぐな穂先の茶

笑を用いて実験を行った。

茶じみがない茶苑は泡立ちが少なく、穂先が曲がって

いることも泡立ちには重要だと分かった。

〔まとめと感想〕

この研究を通して、臼でひいた抹茶でなければ、あ

の泡立ちがでないことや液の細かい衝突を生むための

茶笑、そして茶第さばきと茶碗の形までの多くの条件

がミックスされて茶道 （抹茶を点てる） が完成された

ことが分かった。お茶と科学とは全く迎うもののよう

に見えるが、茶道の作法としての昔の茶 人のものの考

え方が理屈にかなっていることに感動した。
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[I県科学教育振興会長賞

音の伝わる速さはどのくらい？

七尾市立中島小学校 5年 宮田

1. はじめに

朋人］

花火などを利用して音速を測定したいと思った。 ビ

デオ撮影やその他のことで一人ではできない作業があ

るので家の人に手伝ってもらい調べた。

2. 花火で音速を測定する

．距離：打ち上げ場所から測定場所までを国土地理院

の地形図で求めた。

・時間：花火が開く瞬間から音が消えるまでの時問を

ストップウォ ッチで測定し、その平均値を利用した。

(1) 青柏祭の花火 （七尾府中埠頭、 5月3日、距離

7050mの能登島佐波漁港で測定）

•音速：7050m+ 20.00秒＝353m／秒

（時間は実測がしにくかったのでビデオで）

(2) 長谷部まつり 3375m+10.00秒＝357m／秒

（長谷部まつり以下は時間は実測）

(3) 七尾港まつり 1250m+ 3.60秒＝347m／秒

(4) 塩津納涼祭 3750m + 11.00秒＝341m／秒

(5) 石崎奉灯祭 750m+ 2.20秒＝341m／秒

(6) 和倉三尺玉 2100m+ 6.10秒＝344m／秒

3. 野外スピ ー カ ーの音を活用した音速の測定

(1) 家の前にオフト ーク放送の野外スビ ー カ ー をとり

つけた大きなコンクリ ー トの柱がある。 900m離れた

保育園にも同じものが立っている。 放送終了後に必ず

ポンとかなり大きな音がする。 そして、その後に電源

が切れる。

(2) 耳をすますと、家の前のポンの後にしばらくして

保育所のポンが山びこのように聞こえる。

(3) この「ポン」が聞こえる時間差で音速を調べるこ

とにして 15日問測定した。

(4) 音速：900m+2.70秒＝333m／秒

4. 金属板を金づちで打って音速を測定

(1) 一人は金属板を打って音を出す。 もう一人はそれ

を双眼鏡で見て、金属板を打ってから音が聞こえる時

間を測定する。

•音速：244m+0.64秒＝381m／秒（距離は実測）

(2) 田鶴浜野鳥観察舎の望遠鏡を使って(1)と同じ実験

をした。

•音速： 300m+l.OO秒＝300m／秒

5. まとめ

(1) 花火やスピ ー カ ーでの音速は 330~353m／秒であっ

たが、金属板での値は少し離れている。

(2) 音は風向などの気象条件に関係すると思う。

(3) 時間の測定値には、うまくいったと思うものにO

印をつけておけばよかった。

(4) 距離が短いと測定誤差の影響が出る。
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水のこと・空気のこと 総集編C
科学教育振興会長賞 一

小松市立丸内中学校 3年 小山祥太郎

小学 4年生以来、大気や水質の調査を行ってきた僕

は、酸性雨と朝顔の生育の関係について自分なりの結

論を出せた。 そこで、これまでの6年間の研究を整理

し、まとめることにした。

I. 朝顔の奇形と育てる水の関係

小学6年生から3種類の朝顔を、ビ ー トモスのろ過

液(pH4.5)、人工酸性雨(pH6)、水道水(pH7)、 石灰

水(pH8.5)の 4種類の水で育てた。 秋に取とった種は、

次の年にも、同じ条件で育てた。 その結果以下のこと

がわかった。

①発芽率には大きな迎いは認められない

②開花数と奇形の発現数について

石灰水 ピートモス 人工酸性雨
IJll 2004年 l 9 3 l 8 6 I 5 1 
花 2005年 3 8 3 2 3 7 2 0 8 
数 2006年 ? 0. 2 2 2 2 J � J 

3年間合計て 8 0る 645 て5 I CY 
奇 2004年 1 8 5 
形 2 0 0 5年 3 4 ， 

2 0 0 6年 3 6 6 
3年間合計 7 I 8 2 0 

数
2004年 05% 43% 33% 

形 2005年 0.8% 17% 43% 
2006年 13% 27% 40% 
3年間平均 087% 279% ( 3.92% ") 

水道水
2 4 1 
2 8 9 
209 
7 3 9 
2 

4 

6 

08% 
1.4% 
0% 
0.81% 

奇形はどの水にも現われたが、ピ ートモスや人工酸

性雨など酸性状態では多い。 また、人工酸性雨は、開

花の時期が他のものより短く、早く枯れるため、結果

として開花数が少なくなることが分かった。

II. 奇形は遺伝するのか

昨年度、奇形だと判断した花全てに印をつけ、種を

取った。 今年はその種を植えて、奇形の追伝について

調べた。 結果は、発芽にも成長にも、開花の様子にも

目立った違いはなく、迫伝はしないと考えられる。 た

だし、奇形の多くは実を結ぶことができず、種を取る

ことができたのはごくわずかだった。 そのことから考

えると、奇形の発現率が高い人工酸性雨は、開花数も

少ない上、種をとりにくい状態にあり、将来的に種の

絶滅さえ危惧される。

皿 土のはたらき

朝顔の観察に使った 4種類の水を 500c cずつ土に通

し、下から出てきた水のpHをはかる実験を 10回繰り

返した。 水道水、石灰水、ビ ー トモスはともに中性の

7.0に近づいていったのに対して、人工酸性雨は 6.2~

6.5を行き来し、なかなか中性にならなかった。 簡易

的な方法ではあるが、このことからも人工酸性雨には

自然で浄化されない何かがあると思われた。

酸性雨により、長い年月をかけて蝕まれ、変化した

生態系は簡単には戻らない。 人間は今、環境について

考え直さなければならない時期にある。

‘ 
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■ 指導者養成講座研修報告 ■

微生物を利用した食品の研究

石川県立小松商業高等学校教諭 浅井 俊光

I 主題設定の理由

教わった内容が普段の生活のなかで実感できたら理

科の授業をもっとおもしろいと感じられるのではない

だろうか。そこで、日常生活のなかでも特に身近な

“食” について研究することにした。

II 酵母ビ ー ズ

酵母ビ ー ズとは、海

濠の細胞壁の成分で人

エイクラにも用いられ

るアルギン酸ゲルによっ

て酵母を固定化したも

のである。

酵母ビ ー ズを用いた

実験では、溶液が汚れないためCO2発生の様子がわ

酵母ビーズ

かりやすく、特別な処置をしなくても臭いでアルコー

ルの生成を確認できる。また、酵索紐や基質漿度など

の実験条件を変えるのが容易で、糖度の変化も測定で

きるなど、従来のドライイ ー ストにはない様々な利点

があることがわかった。

m 発酵食品作り

III - 1 野生酵母を利用したパン作り

通常、パ ンを作るときにはドライイ ー ストを用いる

が、サラサラの粉末で砂糖や塩と同じ調味料の1つの

ように感じる。それではハ° ンが膨らむときの酵母とい

う生き物の働きを実感できない。そこで、自分の手で

野生の酵母を採集することからはじめ、酵母を培投し

てパ ンを作った。

酵母液からパ ンを作ったことで、生徒は顕微鏡で実

際に見た酵母という微生物の働きを実感できていた。

また、パ ンが膨らむなどの変化も科学的に考えられる

ようになった。授業時数は5~6時間かかったが、生徒

の感想を見ても取り組む価値はあると考える。

III- 2 ヨ ー グルトと乳酸菌について

ヨ ー グルトは身近な上、簡単に作ることができる。

これも、ただ作って終わりではなく、pH測定や乳酸

菌の顆微鏡観察などを行い、乳酸菌と乳酸発酵を実感

できるよう心がけた。ま

た、乳酸菌についてはあ

えて学名をラテン語表記

にして科学であることを

意識させるようにした。

授業後、生徒はヨ ー グ

ルトの中に乳酸菌が入っ Lactobacillus bulgaricus

ていること、およびその働きによってヨ ー グルトがで

きることを実感したり、今までの細菌に対して持って

いた悪いイメ ー ジが良いイメ ー ジに変わったりするな

どの効果が見られた。

III- 3 納豆について

納豆菌は好気的で耐熱性を持つなど乳酸菌とは異な

る性質を持つ。同じ細菌でも様々な性質を持つものが

いることを理解させるために納豆を作った。

実験では大豆以外に小豆やトウモロコシでも＂納豆＂

をつくり、その出来上がりの違いを比較観察した。原

料の成分の差によって納豆菌の作用、および出来上が

りの様子が違うことが生徒にも理解できていた。

）
y 

IV 生徒の感想

・思っていたよりも酵母は簡単にとれるものなんだな

あと思った。

・普段食べているものの中にこんな菌がいっぱいいる

のはびっくりしたし、ちょっと食べたくないなと思っ

たけど、菌のおかげでおいしく食べることができるの

で見方を変えなければいけないと思った。

•今まで＂
パ ンは二酸化炭素でふくれる＂くらいしか知

らなかったけど、こうなってこうなるってわかるとな

んか前より楽しいです。お菓子作りもパ ン作りも理科

の実験と一緒なんだなあと思いました。何でもそうだ

けど、“ただこうしたらこうなった'’よりも、“これは

こうだからこうなる” って何でそうなったかわかって

した方がいろいろ得な気がします。

v 結論と課題

自分の手で作り、変化を観察し、さらに食べてみる

ことで、‘‘発酵” というものがパ ンやヨ ー グルトなど

の身近な発酵食品と結びつき、教科粛の理解を深める

ことができた。

このように授業の内容を生徒が実感できるものにす

ることで、理解が深まり理科に対する興味関心が高ま

ることがわかった。
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子どもが実感できる理科授業を目指して

一学習と日常生活との関連付けを図る試み ー

七尾市立徳田小学校教諭 横町 昌宏

クシ ー ト、 レポ ー ト記述、 自己評価などを分析するこ

とにした。

I 研究主題・副題の設定理由
III 研究の内容

TIMSS調査やPISA調査では、 日本の子ども達の

理科の成績や科学的リテラシ ー は、 国際的にトップク

ラスにあるという結果が出された。

しかし、 TIMSS1995の「理科の勉強が楽しい」と

感じている子どもの割合を見ると、 国際的に低くいこ

とが明らかとなり、 理科離れが指摘された。 また、 そ

の後行われた国内外の調査においても、 理科に対する

意識の低さが浮き彫りとな っている。

小学校学習指甜要領では、 子どもの素朴概念を学習

に生かすことや、 学習と日常生活をつなげる手立てを

畢H冒念壱 学蓄とB霜生活
生か言 とを間遁付Itる

学びの実感 一青用性〇宴感

講じることが大切であると示されている。

素朴概念を学習に生かし、 学習と日常生活との関連

付けを図る授業を進めることで、 学びや理科の有用性

が実感できるようになると考えた。

さらに、 そうした授業を繰り返し実践することによっ

て、 自然の法則や本質を追究することに楽しさが感じ

られるようになると考え、 本研究の主題・副題を設定

した。

Il 研究の目的

下記のような研究仮説を設定し、 その検証を目的と

した。

子どもの素朴概念を生かすとともに、 学習と日

常生活との関連付けを目指した学習を進めること

によって、 学びが実感できるようになり、 理科学

習への意識が高まるであろう。

検証の方法としては、「理科に対する意識が高まる

か。」、「学びや理科の有用性が実感できるか。」、「講じ

た手立ては有効か。」 について、 子どもの行動やワ ー

-14-

1 研究構想図

学びや理科の有用性が実感できる理科授業を目指し、

次のような研究構想図を考えた。（図表1)

問題解決能力
科学的な見方・考え方

図表1 研究構想図

2 実践授業 第4学年の『ものの温度とかさ』

実践授業では、 下記のような手立てを考えた。

その手立ての効果を探るために、 授業前後のコンセ

プトマップ比較、 自己評価、 ワ ー クシ ー ト記述や発言

内容を分析し、 子どもの意識の変容を捉えた。

I 課題解決の楽しさが実感できるような学習の支援 I
・素朴概念を学習に生かす。

「あたためた空気は上にいく。（空気移動説）」

「水や金属のかさは変わらない。」

・効果的な演示実験を行う。

・授業前後のコンセプトマップを比較させる。

・理科通信を発行する。

I 生活とのつながりが実感できるような素材と場の設定 l
・身近な素材を活用する。

•ものづくりをする場を設定する。

•生活化問題（身近な現象の説明や、 それが原因で

起きているトラブルを解消する方法を考える問題）

に取り組ませる。（図表2)

(nn 2 l |l (n13 1 

認鷺柔; [；戸ぷ認、t茫i

囮；：：言五五

し

、•そ II 『i鼠認な甕）
図表2 生活化問題の問題例
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3 実践授業の結果

子どもたちの自己評価では、「楽しく学習できた」、

「めあてをもって学習できた」 の項目において、全 時

間90％を超える子どもが肯定的に回答していた。

特に、素朴概念を生かした課題の追究活動に取り組ん

だ第3時、第5~6時や、ものづくりに取り組んだ第

9時は、「そう思う」 と強く肯定する子どもの割合が

高かった。（図表3)

また、「進んで実験に関わることができた」でも、

同様の結果であった。
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図表3 自己評価の結果

授業 のワ ー クシ ー トやレポ ー ト、感想をみると、生

活の中で起きている現象について考える学習のよさや、

ものづくりによって学習が深まったこと、自分の成長

が実感できたことについて書いてくる子どもがみられ

た。

IV 研究の結果

1 意識調査の結果

理科に対する意識の調査結果をみると、全ての設

問で実践授業後、肯定的に回答した子どもの割合が

増えた。中でも、問l「理科が楽しい」 と問8「実験

が好き」では、すべての子どもが肯定的な回答をし、

問3「理科の学習がよく分かる」 や問5「学習を生か

して、身近な現象を考える」、問7「めあて持って学

習している」では、大きな伸びを示した。（図表4)

2 手立てに対する意識

授業で講じた 《身近な素材の利用》、《ものづくりを

する場》、《生活化問題に取り組む場》 の手立てに関し

て、「興味•関心が高まるか」、「主体的な追究活動が

できるか」、「日常生活とのつながり意識がもてるか」

という視点で、子どもたちの受け止めた方を調査した。

その結果、

◇身近な素材の利用やものづくりによって、理科に対

する典味•関心が高まり、主体的な追究活動が期待

できる

◇生活化問題のように、自らが経験したり、生活の中

で起きたりしている現象を課題とすることや、もの

づくりに取り組む場を設定することで、学習と日常

生活とのつながり意識をもたせることできる

ということが分かった。

が

v 結 論

本研究の結果、子どもの素朴概念を生かすとともに、

学習と日常生活との関連付けを目指した学習によって、

以下のことが明らかになった。

1 素朴概念を生かした課題を設定することで、

課題意識が高まり、解決できたときの学びの実

感が大きくなる。

2 ものづくりや生活化問題に取り組む場の設定、

身近な素材を活用した課題追究活動によって、

学習と日常生活とのつながりが意識できるよう

になり、理科の有用性を感じるようになる。

3 学びや理科の有用性が実感できる手立てとし

て、ものづくりは大変重要である。

VI 今後の課題

本研究は、2つの単元を中 心に進めてきた。今後は、

他単元の子どもの素朴概念の把握や、ものづくりに取

り組む場面の検討や内容の充実、日常生活の中で起き

ている事象の問題化を行っていきたい。

1［圃闘伽順伽詞訓
＠忍うぶ@�

<o卿心°ぶぷ
ロ前 口後

図表4 授業前後の理科に対する意識調査の結果
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■ 平成19年度理科関係研修講座一覧 ■

●金沢大学連携ゼミナ ー ル研修

講座番号・講座名
対 象 （定員）

【5107】

小中理科授業ゼミ

小・中•特（小・中） 教諭

(10) 

【5108】

小中理科実験ゼミ

小・中•特（小・中） 教諭

(10) 

【5109】

高等学校理科（物理）ゼミ

高•特（高） 教諭

(10) 

【5110】

高等学校理科（生物）ゼミ

高•特（高） 教諭

(10) 

●専門研修 教科等研修
※教眺歴の区分と対象

期日・時間
会 場

4月～2月

13:30 ~ 16:30 

県教育センター

4月～2月

13:30 ~ 16:30 

県教育センタ ー

4月～2月

13·30 ~ 16:30 

県教育センタ ー

4月～2月

13:30~ 16:30 

県教育センタ ー

研 修 内 容 等

テ ー マ：小中学校理科についての指甜力の向上

目 的：小中学校理科における指迎法の開発を行うことを通して、

指甜力の向上を図る。

0講義 0研究課題についての研究・実践・協議

〇研修報告書の作成と研修成果の発表

テ ー マ：小中学校理科についての指導力の向上

目 的：小中学校理科における教材の開発を行うことを通して、

指甜力の向上を図る。

0講義 〇研究課題についての研究・実践・協議

〇研修報告書の作成と研修成果の発表

テ ー マ：高等学校物理についての指染力の向上

目 的：高等学校物理における教材、 指甜法の開発を行うことを

通して、 指迎力の向上を図る。

〇講義 〇研究課題についての研究・実践・協議

〇研修報告習の作成と研修成果の発表

テ ー マ：高等学校生物についての指甜力の向上

目 的：高等学校生物における教材、 指迎法の開発を行うことを

通して、 指迫力の向上を圏る。

0講義 〇研究課題についての研究・実践・協議

〇研修報告書の作成と研修成果の発表

S1：教喘歴2 年～ 5 年 S2：教職歴6年～10年 S 3：教職歴11年～14年 S4：教職歴15年～
◎ ：特に対象となっているもの o: 対象となっているもの

講座番号・講座名 期日 ・時間 研 修 内 容 等
対 象 （定員） 会 場

【6128】 7月 24日（灼 テ ー マ：観察・ 実験のポイントと授業への生かし方

小学校理科I 9:30 ~ 16:30 目 的：教科習に記載されている観察・実験を中心に実習を行い、

観察・実験の墓本 それぞれの観察・実験のボイントと授業にどのように生

小•特（小） 教員 県教育センタ ー かしていくかを考える。

理科授業担当経験10年未満 〇実習「各区分における基本的な観察・実験及び器具等の基本操作」
S1◎S2◎S30 S40 (20) 〇協議「効果的な実験・観察のあり方」

【6129】 8月23日休） テ ー マ：身の回りの生活の中から科学を探る

小学校理科II 9:30 ~ 16:30 目 的：物作りなどを通して、 生活と科学のつながりを考え、 そ

生活の中の科学を探る の教材化を図る。

小•特（小） 教員
県教育センタ ー

0講義・実習「湖底土を使った泥染め」

理科授業担当経験10年以上 講師 金沢大学大学院教授 田崎 和江

S10 S20 S3◎S4◎(20) 〇実習「食品の科学」 ・例 こんにゃく作り 水飴つくり
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講座番号・講座名 期日・時間
研 修 内 容 等

対 象 （定員） 会 場

【6130】 5 月30日（水） テ ー マ：物理•生物各分野における実習の基本技能とその発展

中学校理科I 14:00 ~ 17:00 目 的：物理分野、生物分野の基本的な実験・実習の方法の確認

物理•生物分野
県教育センタ ー とその発展的教材とその利用法を研修する。

実験・実習の基礎と発展 1日目（物理分野）
9月28日御

0講義・実習「身近な物理現象についての観察・実験と IT活用」

ヽ

中•特（中） 理科担当教員
14.00 ~ 17 00 

2日目（生物分野）

S1◎S2◎S30 S40 
県教育センター

〇実習「オオカナダモなどの水草を用いた観察 ・実験」

(10) ※両日とも白衣等持参 ※20年度は地学・化学分野を実施

【6131】 6月12日（灼 テ ー マ：化学・地学分野における実験・実習の発展と応用

中学校理科II 14:00 ~ 17:00 目 的：化学分野、地学分野の実験・実習方法の発展的な知識の

県教育センタ ー 習得と授業への応用について研修する。
化学・地学分野

実験・実習の発展と応用 1日目（化学分野） 0講義「化学実験における表現力の育成」
12月12日（水）

0実習「科学的な思考力を高める化学実験」
14:00 ~ 17:00 

2日目（地学分野） 〇実習「岩石・化石標本作りの技能」中•特（中） 理科担当教員
県教育センタ ー

・代表的な岩石・化石の標本の制作実習S10 S20 S3◎S4◎ 

(15) ※両日とも白衣・タオル等持参

※20年度は物理•生物分野を実施

【6132】 6月27日（杓 テ ー マ：基礎・基本となる演示実験及び生徒実験の工夫とその指迎法

高等学校理科（物理） I 14:00 ~ 17:00 目 的：学習意欲を高め、研究方法を体験させる物理の指埠法を

よくわかる物理実験 県教育センタ ー 追求する。

高•特（高） 10月15日（月） 1日目 0講義・実習「身近な素材を活かした物理実験」

理科担当教員・実習助手 14:00 ~ 17:00 2日目 〇講義・協議「安全な物理実験における基本的な注意

S1◎S2◎S30 S40 (10) 県教育センター 事項」

【6133】 6月13日（水） テ ー マ：ITを活用した授業及び発展的実験の工夫とその指迎法

高等学校理科（物理） Il 14:00 ~ 17:00 目 的：ITの活用と発展的実験の工夫を通して、 物理の効果的

IT活用と発展的な物理実験 県教育センター な指甜法を追求する。

高•特（高） 10月 1日（月） 1日目 0講義・実習「発展的実験の工夫とその指甜」

理科担当教員・実習助手 14·00 ~ 17:00 講師 県内高等学校教諭

S10 S20 S3◎S4◎(10) 県教育センタ ー 2日目 〇講義と実習「物理における IT活用」

【6134】 6 月19日（火） テ ー マ：基礎・基木となる演示実験及び生徒実験のエ夫とその指甜法

高等学校理科（化学） I 14:00~17:00 目 的：学習意欲を高め、研究方法を体験させる化学の指甜法を

よくわかる化学実験 県教育センタ ー 追求する。

高•特（高） 10月16日（火） 1日目 0講義・実習「典味•関心を高めさせる尊入実験」

理科担当教員·実習助手 14:00~17:00 2日目 0講義・実習「生徒実験のマイクロスケール化」

S1◎S2◎S30 S40 (10) 県教育センタ ー ※両日とも白衣持参

【6135】 6月26日（灼 テ ー マ：ITを活用した授業及び発展的実験のエ夫とその指尊法

高等学校理科（化学） II 14:00 ~ 17:00 目 的：ITの活用と発展的実験の工夫を通して、 化学の効果的

IT活用と発展的な化学実験 県教育センタ ー な指導法を追求する。

高•特（高） 1日目 〇講義・実習「日常生活との関連を図った化学実験」

理科担当教員・実習助手
10月23日(:k)

※白衣持参

S10 S20 S3◎S4◎ 
14:00 ~ 17:00 

2日目 0講義・演習「化学における IT教材の活用」

(15) 
県教育センタ ー

※ノ ー トパソコン持参
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講座番号・講座名 期日・時間 研 修 内 ワ合 等
対 象 （定員） メ云 場

【6136】 6月27日（水） テーマ：基礎・基本となる演示実験及び生徒実験の工夫とその指

高等学校理科（生物） 14:00 ~ 17:00 甜法

よくわかる生物実験 県教育センタ ー 目 的：学習意欲を高め、研究方法を体験させる生物の指甜法を

高•特（高）
追究する。

‘ 

理科担当教員・実習助手
11月 2日圏 1 日目 0講義・実習「動物の内臓の解剖」

Sl◎S2◎S30 S40 
14·00 ~ 17.00 2日目 〇講義・実習「動物を用いた観察・実験」

(10) 
県教育センタ ー

※両日とも白衣持参

【6137】 7月4日（水） テ ー マ：ITを活用した授業及び発展的実験の工夫とその指迎法

高等学校理科（生物） II 14:00 ~ 17:00 目 的：ITの活用と発展的実験の工夫を通して、 生物の効果的

IT活用と発展的な生物実験 県教育センタ ー な指導法を追究する。

高•特（高） 11月16日倫） 1日目 0講義・実習「探究活動へ発展させる生物観察・実験」

理科担当教員・実習助手 14:00~1700 2日目 0講義・実習「生物観察・実験におけるIT教材の活用」

S10 S20 S3◎S4◎(10) 県教育センタ ー ※両日とも白衣持参

【6138】 6月8日倹） テ ーマ：新しい地学実験・実習の工夫

高等学校理科（地学） 14·00 ~ 17:00 目 的：幅広い視点から地学教材を考えることにより理解を深め

高等学校理科実験観察 地学 県教育センタ ー 理科の教員としての資質を高める。

高•特（高） 1 日目 〇実習「金沢市内の火山地質の観察」

理科担当教員・実習助手
9月14日(irt) 講師 金沢大学教授 酒寄 敦史

S1◎S2◎S3◎S4◎ 
14:00 ~ 17:00 2日目 〇実習「新しい地学教材づくり」

(10) 
県教育センター 講師 県内高等学校教諭

【6174】 11月20日(:k) テ ー マ：身近な索材を生かす体験重視の学習指甜

地域素材体験A 9:30 ~ 16:30 目 的：地域の素材を総合的に学習する事例を体験し、 指珀力の

〈加賀地区〉 加賀市片野鴨池 向上を図る。

観 察 館 他 0渡り烏の観察 〇北前船の文化

全校種教員・実習助手 ※雨天決行

(20) ※寒中の野外観察に適した服装、 双眼鏡等観察用具、 昼食を用意

※集合場所 片野嗚池観察館

【6175】 6月 5 日（灼 テ ー マ： 地域の自然と人材との連携を生かした里山里海自然学校

地域素材体験B 14:00 ~ 17:00 の取り組み

〈能登地区〉 目 的：地域の自然と人材との連携を生かした里山里海自然学校
能登半扁里山

の取り組みから、 地域活性の在り方を学ぶ。
里海自然学校

全校種教員・実習助手 0講義「能登半島里山里海自然学校の設立の経緯とこれからの展望」（仮見且）

(15) 〇実習「自然学校周辺の自然観察」

講師 里山里海自然学校常駐調査員 赤石 大輔

※雨天決行、 野外観察に適した服装、 雨具を用意。

※集合場所 能登半島里山里海自然学校（旧小泊小学校）

【6176】 10月10日（水） テ ー マ：身近な素材を生かす体験重視の学習指迎

地域素材体験c 14:00 ~ 16:30 目 的：地域の代表的な自然環境を索材とした体験型学習の工夫

〈金沢地区〉
県立自然史

と指祁力の向上を図る。

資料館周辺 0石川県自然史資料館周辺の地語の観察と実習

全校種教員・実習助手 講師 県立高校教諭 自然史貧料館職員

(12) ※雨天決行、 野外観察に適した服装、 雨具を用意。
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講座番号・講座名 期日・時問 研 修 内 容 等対 象（定員） 会 場

【6177】 7月23日伺） テ ー マ：身近な素材を生かす体験重視の学習指迎

地域素材体験D 9:30 ~ 16:30 目 的：地域の自然環境を素材とした体験型学習の工夫と指導力
〈臨海実習〉 の向上を図る。

七 尾
全校種教員・実習助手 能登島の 海岸 海の観察技術の習得•海の環境保全への動機付け
(15) ※雨天決行 ※海中の観察に適した服装、昼食を用意。

y 

●自主研修 教職員土曜スク ー ル 休業日に開催される自主研修講座です。

講座番号・講座名
対 象（定員）

【8103】

自然科学展示施設の見学と

身近な自然観察

期日・時問
会 場

5 月26日(±)
9:30 ~ 12:00 

県立自然史

資 料 館

全校種教職員
9 月15日(±)

1日目(15) 
9:30 ~ 12:00 

ふれあい昆虫館

10月27日（土）
I 2日目9:30~12:00 

県立自然史

資 料 館
3日目

研 修 内 容 等

テ ー マ：自然科学展示施設の見学と周辺での自然観察

目 的：石川県立自然史資料館や石川県ふれあい昆虫館の展示や

諸施設を見学し、児童生徒の典味関心を引きつける見学

方法について考える。また、身近な場所での採集と観察、

標本作製などの方法を習得し、授業での活用法を考える。

〇見学 石川県自然史賓料館

〇実習「田んぽの生物の採集と観察」

講師 石川県立自然史賢料館社会教育専門員

県内公立学校教諭 等

〇見学 石川県ふれあい昆虫館

〇実習「秋の虫の採集と比較観察」

講師 石川県ふれあい昆虫館技師県内公立学校教諭等

〇見学 石川県立自然史臼料館

〇実習「植物の採集と観察」「植物標本作製の基礎」

講師 石川県立自然史資料館社会教育専門員

県内公立学校教諭 等

※1日のみの参加も可

◆県内理科関係行事◆

◇第44回 石川県理科教育研究大会（奥能登大会）

大会主題 小・中・高をつなぐ理科教育のあり方

研究主題 自然に親しみ、科学的な見方や考え方を

育てる理科学習

期 日 平成19年10月24日（水）

会 場 能登町立宇出津小学校・能都中学校

石川県立能都北辰高等学校

記念講演 「ヒュ ー マノイドロボット開発とその将来」

五十棲隆勝 氏

（川田工業（樹機械システム事業部長）

◇第9回いしかわ高校生物のつどい

期 日 平成19年12月9日（日）

会 場 北陸大学

主 催 石川県高等学校教育研究会生物部会

◇第21回石川地区中・高等学校生徒化学研究発表会

期 日 平成19年12月23日（祝•土）

会 場 石川県教育自治会館

主 催 日本化学会近畿支部

石川化学教育研究会
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◇第51回石川県児童•生徒科学作品コンク ー ル

（石川県科学教育振興委員会）

児童·生徒の科学に 対する関心を高め、研究心を

従い、創造的能力の育成を図る。

県審査対象

ア ． 小・中学校においては、各地区ごとの選考会

で選出された作品

イ ． 高等学校、特別支援学校においては、校長の

推藍する作品

科学作品締切 平成19年9月14日倹）

（各地区審査会への応募締切は別途決定されます。）

県審査会 平成19年9月21日倫）・22日(±) · 25日(:k)

県教育センタ ー

表彰式 平成19年10月20日(±)

県教育センタ ー

作品展示会 県教育センタ ー 会場

平成19年10月20日(±) · 21日（日）

金沢会場（金沢市西町教育研修館）

平成19年10月27日田～31日（水）

羽咋地区（志賀町文化ホ ー ル）

平成19年11月17日(±) · 18日（日）

◆全国理科研究大会等◆

◇第40回全国小学校理科研究大会（福井大会）
大会主題 「創造性を培い、たくましく生きる人問

を育てる理科教育」
研究主題 「自然から学び自然を愛し共に科学す

る楽しさを実感する理科学習」
期 日 平成19年10月25日休）・26日倫）

会 場 フェニックスプラザ、福井市立春山小学校

鯖江市立進徳小学校、坂井市立春江西小学校

◇第46回日本初等理科教育研究会全国大会（福島大会）
大会主題 「知の更新を めざす問題解決」
期 日 平成19年10月12日圏
会 場 福島市立三河台小学校

◇第16回全国小学校生活科・総合的な学習教育研究
協議会全国大会（福岡大会）
大会主題 「よき生活、よき生き方を創りあげる子ども

ー 地域力を生かす学習づくりを通して 一」
期 日 平成19年11月15日（木）・16日御
会 場 久留米市石橋文化センタ ー

久留米市立南照小学校
久留米市立北野小学校
みやま市立下条小学校
八女市立福島小学校

◇第54回全国中学校理科教育研究大会（岐阜大会）
大会主題 自然に親しみ、豊かな人問性を育む理科教育
研究主題 「自然を探求する能力や態度』を育む理

科指珀のあり方
期 日 平成19年10月10日（水）～12日圏

会 場 長良川国際会議場、岐阜市立長良中学校
岐阜市立陽南中学校
岐阜大学教育学部附属中学校

-20-

◇平成19年度全国地学教育研究大会
日本地学教育学会第61回全国大会（島根大会）
期 日 平成19年8月17（金）～20日（月）

会 場 島根大学

◇平成19年度全国理科教育大会（長野大会）
第78回日本理化学協会総会
期 日 平成19年8月7日(:k)~9日（木）
会 場 松本文化会館、信州大学理 学部
記念講演 「今なぜ理科教育か」

遠藤守信 氏（信州大学工学部教授）

◇日本生物教育会第62回全国大会（香川大会）
大会主題 「里山・里海・ため池 一 今、目の前の

生命に何を思う 一」
期 日 平成19年8月6日（月）～8月10日圏

会 場 サンポ ー トホ ー ル高松

記念講演 「今、目の前の虫に何を思う」
投老孟司 氏（東京大学名営教授）
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表紙 題字越馬平治氏
写真 梅本浩照 （県教育センタ ー ）

腐生植物。鈷緑体を持たず全体
が白色。

金沢大学の角問の里山にて


